
長
田
豊
臣
教
授
　
略
歴
　
業
績
目
録

略
　
　
　
歴

一
九
三
八
年
一
月
　
　
　
朝
鮮
に
生
ま
れ
る

一
九
六
二
年
三
月
　
　
　
立
命
館
大
学
文
学
部
史
学
科
卒
業

一
九
六
五
年
七
月
　
　
　
立
命
館
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
西
洋
史
学
専
攻
修
了

一
九
九
三
年
三
月
　
　
　
博
士
（
文
学
、
立
命
館
大
学
）

（
学
内
職
歴
）

一
九
六
五
年
九
月
　
　
　
立
命
館
大
学
文
学
部
助
手
（
一
九
七
〇
年
三
月
ま
で
）

一
九
七
〇
年
四
月
　
　
　
立
命
館
大
学
文
学
部
助
教
授
（
一
九
七
九
年
三
月
ま
で
）

一
九
七
九
年
四
月
　
　
　
立
命
館
大
学
文
学
部
教
授
（
現
在
に
至
る
）

（
学
内
役
職
歴
（
全
学
役
職
お
よ
び
学
部
役
職
））

一
九
九
三
年
四
月
　
　
　
立
命
館
大
学
文
学
部
長
（
一
九
九
七
年
三
月
ま
で
）

一
九
九
七
年
三
月
　
　
　
学
校
法
人
立
命
館
副
総
長
、
立
命
館
大
学
副
学
長
（
一
九
九
八
年
一
二
月
ま
で
）

一
九
九
九
年
一
月
　
　
　
学
校
法
人
立
命
館
総
長
、
立
命
館
大
学
学
長
（
二
〇
〇
六
年
十
二
月
ま
で
）

（
学
会
に
お
け
る
活
動
）

二
〇
〇
二
年
六
月
　
　
　
ア
メ
リ
カ
学
会
会
長
（
二
〇
〇
四
年
六
月
ま
で
）

五

長
田
豊
臣
教
授
　
略
歴
　
業
績
目
録



（
社
会
に
お
け
る
活
動
）

一
九
九
九
年
三
月
　
　
　
日
本
私
立
大
学
連
盟
常
務
理
事
（
現
在
に
至
る
）

一
九
九
九
年
三
月
　
　
　
文
部
科
学
省
大
学
設
置
学
校
法
人
審
議
会
特
別
委
員
（
現
在
に
至
る
）

二
〇
〇
〇
年
四
月
　
　
　
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
副
理
事
長
（
現
在
に
至
る
）

二
〇
〇
一
年
七
月
　
　
　
文
部
科
学
省
中
央
教
育
審
議
会
大
学
分
科
会
大
学
院
部
会
専
門
委
員
（
二
〇
〇
五
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
一
年
五
月
　
　
　
大
学
基
準
協
会
理
事
（
現
在
に
至
る
）

二
〇
〇
三
年
五
月
　
　
　
大
学
基
準
協
会
副
会
長
（
現
在
に
至
る
）

二
〇
〇
五
年
四
月
　
　
　
文
部
科
学
省
中
央
教
育
審
議
会
大
学
分
科
会
臨
時
委
員
（
現
在
に
至
る
）

業

績

目

録

■
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
史
―
論
文
及
び
概
説
書
■

「
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
お
け
る
「
再
建
」（
上
）
―
再
建
期
分
析
の
一
試
論
」『
立
命
館
文
学
』
二
五
六
号
（
一
九
六
六
年
十
月
）、
七
七
〜
九
三
頁
。

「
ジ
ョ
ー
ジ
ア
に
お
け
る
「
再
建
」（
下
）
―
再
建
期
分
析
の
一
試
論
」『
立
命
館
文
学
』
二
五
七
号
（
一
九
六
六
年
十
一
月
）、
五
三
〜
七
八
頁
。

「
南
部
に
お
け
る
農
民
運
動
〔
Ⅰ
〕
―
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
前
史
」『
立
命
館
文
学
』
二
八
四
号
（
一
九
六
九
年
二
月
）、
一
〜
三
三
頁
。

「
南
部
に
お
け
る
農
民
運
動
〔
Ⅱ
〕
―
人
民
党
の
闘
い
」『
立
命
館
文
学
』
二
八
五
号
（
一
九
六
九
年
三
月
）、
一
五
〜
四
四
頁
。

「
再
建
の
時
代
―
北
部
の
再
建
政
策
を
中
心
に
」『
立
命
館
文
学
』
二
九
五
号
（
一
九
七
〇
年
一
月
）、
一
〜
二
五
頁
。

「
黒
人
と
革
新
主
義
」
関
西
ア
メ
リ
カ
史
研
究
会
編
『
ア
メ
リ
カ
革
新
主
義
史
論
』
小
川
出
版
、
一
九
七
三
年
、
第
七
章
、
一
四
三
〜
一
六
一
頁
。

“O
n

‘O
rigin

s
of

th
e

N
ew

S
ou

th
in

R
etrospect’:

P
olitical

S
tru

ctu
re.”

『
立
命
館
文
学
』（
立
命
館
大
学
文
学
部
創
設
五
十
周
年
記
念
論
集
）
三
八
六
〜
三
九
〇
号

（
一
九
七
七
年
十
月
）、
一
〜
一
四
頁
。

「T
h

e
C

en
tral

T
h

em
e

of
S

ou
th

ern
H

istory

―
南
部
出
身
の
南
部
史
家
の
南
部
認
識
を
め
ぐ
っ
て
」『
ア
メ
リ
カ
研
究
』（
特
集
・
ア
メ
リ
カ
の
南
部
）
一
三
号
（
一
九
七

九
年
三
月
）、
三
三
〜
四
五
頁
。

六



「
南
北
戦
争
と
再
統
一
」
有
賀
貞
・
大
下
尚
一
編
『
概
説
ア
メ
リ
カ
史
―
ニ
ュ
ー
ワ
ー
ル
ド
の
夢
と
現
実
』
有
斐
閣
選
書
八
四
九
、
有
斐
閣
、
一
九
七
九
年
、
第
四
章
、
八
二

〜
一
〇
六
頁
。

「
ス
ワ
ー
ド
と
南
北
戦
争
」『
立
命
館
文
学
』
四
三
九
〜
四
四
一
号
（
一
九
八
二
年
三
月
）、
三
四
〇
〜
三
五
二
頁
。

「（
研
究
動
向
）
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド
の
世
界
の
再
検
討
」『
ア
メ
リ
カ
史
評
論
』
一
号
（
一
九
八
年
十
一
月
）、
一
〜
一
〇
頁
。

「
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
の
勝
利
」
関
西
ア
メ
リ
カ
史
研
究
会
編
著
『
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
（
上
）
―
統
合
を
求
め
て
』
柳
原
書
店
、
一
九
八
二
年
、
第
三
章
四
節
、
二
〇
二
〜
二
一
八
、

二
三
三
頁
。

「
合
衆
国
の
再
建
―
国
家
統
合
の
観
点
か
ら
」『
ア
メ
リ
カ
史
研
究
』
七
号
（
一
九
八
四
年
八
月
）、
一
〜
八
頁
。

「（
学
会
動
向
）
ア
メ
リ
カ
の
学
会
雑
感
」『
立
命
館
史
学
』
七
号
（
一
九
八
六
年
六
月
）、
八
九
〜
九
一
頁
。

「
ア
メ
リ
カ
労
働
運
動
史
研
究
の
現
状
」
今
津
晃
・
池
本
幸
三
・
高
橋
章
編
『
ア
メ
リ
カ
史
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
世
界
思
想
社
、
一
九
八
七
年
、
第
七
章
、
一
六
〇
〜
一
七
九

頁
。

「
南
部
―
異
な
る
ア
メ
リ
カ
」
岡
田
泰
男
編
『
ア
メ
リ
カ
地
域
発
展
史
―
諸
地
域
の
個
性
と
魅
力
を
さ
ぐ
る
』
有
斐
閣
選
書
九
一
一
、
有
斐
閣
、
一
九
八
八
年
、
第
三
章
、
一

〇
七
〜
一
五
四
頁
。

『
南
北
戦
争
と
国
家
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
。

「
南
北
戦
争
と
再
建
」
有
賀
貞
・
大
下
尚
一
・
志
邨
晃
佑
・
平
野
孝
編
『
ア
メ
リ
カ
史
』、
世
界
歴
史
大
系
一
巻
、
山
川
出
版
社
、
一
九
九
三
年
、
第
五
章
、
三
七
三
〜
四
六
八

頁
。

「
米
国
の
国
家
建
設
と
国
民
統
合
」
歴
史
学
研
究
会
編
（
高
橋
章
・
加
茂
雄
三
担
当
）『
近
代
化
の
分
か
れ
道
』、
南
北
ア
メ
リ
カ
の
五
〇
〇
年
、
二
巻
、
青
木
書
店
、
一
九
九

三
年
、
第
二
章
、
一
一
四
〜
一
四
〇
頁
。

「
ギ
ル
デ
ィ
ッ
ド
・
エ
イ
ジ
に
お
け
る
国
家
―
連
邦
裁
判
所
の
は
た
し
た
役
割
と
機
能
を
中
心
に
」『
立
命
館
文
学
』
五
三
四
号
、（
一
九
九
四
年
三
月
）、
二
三
一
〜
二
四
四

頁
。

「
岩
倉
使
節
団
の
見
た
ア
メ
リ
カ
―
ギ
ル
デ
ッ
ド
・
エ
ー
ジ
の
ア
メ
リ
カ
」
西
川
長
夫
・
松
宮
秀
治
編
『「
米
欧
回
覧
実
記
」
を
読
む
―
一
八
七
〇
年
代
の
世
界
と
日
本
』
一
九

九
五
年
、
法
律
文
化
社
、
第
一
章
、
一
五
〜
三
七
頁
。

「
歴
史
２
―
一
九
世
紀
」
阿
部
斉
・
五
十
嵐
武
士
編
『
ア
メ
リ
カ
研
究
案
内
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
、
第
二
章
、
二
九
〜
四
六
頁
。

■
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
史
―
書
評
■

「
本
田
創
造
著
『
ア
メ
リ
カ
南
部
奴
隷
制
社
会
の
経
済
構
造
』」『
立
命
館
文
学
』
二
三
一
号
（
一
九
六
四
年
十
二
月
）、
六
九
〜
七
四
頁
。

七

長
田
豊
臣
教
授
　
略
歴
　
業
績
目
録



「
守
川
正
道
著
『
非
暴
力
か
ら
武
装
へ
―
ア
メ
リ
カ
黒
人
闘
争
の
歴
史
』」『
文
化
史
学
』
二
六
号
（
一
九
七
一
年
三
月
）、
七
七
〜
七
九
頁
。

「
再
建
史
研
究
の
総
合
―E

ric
F

orner,R
econstruction:A

m
erica’s

U
nfinished

R
econstruction

」『
ア
メ
リ
カ
史
評
論
』
九
号
（
一
九
九
〇
年
十
二
月
）、
三
九
〜
四
二
頁
。

「V.C
.W

oodw
ard:T

h
e

S
tran

ge
C

areer
of

J
im

C
row

(secon
d

revised
edition

),1966

」『
立
命
館
文
学
』
二
六
七
号
（
一
九
六
七
年
九
月
）、
七
三
〜
八
二
頁
。

■
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
史
―
翻
訳
■

ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド
、
Ｃ
・
Ｖ
、『
ア
メ
リ
カ
人
種
差
別
の
歴
史
』
清
水
博
・
長
田
豊
臣
・
有
賀
貞
訳
、
福
村
出
版
、
一
九
七
七
年
。（
担
当
箇
所
は
、
第
二
章
「
忘
れ
ら
れ
た
別
の

選
択
の
可
能
性
」、
四
一
〜
七
八
頁
と
第
三
章
「
人
種
主
義
へ
の
降
伏
」、
七
九
〜
一
二
五
頁
。）
原
書
―C

.V
an

n
W

oodw
ard.T

h
e

S
tran

ge
C

areer
of

J
im

C
row

,

3d
ed.N

ew
York:O

xford
U

n
iv.P

ress,1974.

ガ
ッ
ト
マ
ン
、
ハ
ー
バ
ー
ト
・
Ｇ
、『
金
ぴ
か
時
代
の
ア
メ
リ
カ
』
大
下
尚
一
・
野
村
達
朗
・
長
田
豊
臣
・
竹
田
有
訳
、
平
凡
社
、
一
九
八
六
年
。（
担
当
箇
所
は
、
第
三
章

「
黒
人
組
合
活
動
家
デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
世
界
、
一
八
九
〇
―
一
九
〇
〇
年
」、
一
四
一
〜
二
五
一
頁
）。
原
著
―H

erbert
G

.
G

u
tm

an
.

W
ork,

C
u

ltu
re,

an
d

S
ociety

in

In
d

u
strializin

g
A

m
erica:E

ssays
in

A
m

erican
W

orkin
g-C

lass
an

d
S

ocial
H

istory.N
ew

York:K
n

opf,1976.

バ
ン
・
ア
ル
ス
タ
イ
ン
、
Ｒ
・
Ｗ
、『
ア
メ
リ
カ
帝
国
の
興
隆
』
高
橋
章
・
長
田
豊
臣
・
山
本
幹
雄
訳
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
七
〇
年
。
原
書
―R

.
W

.
V

an
A

lstyn
e.

T
h

e
R

isin
g

A
m

erican
E

m
pire.N

ew
York:O

xford
U

n
iv.P

ress,1960.

■
科
学
研
究
費
補
助
金
報
告
■

「
ア
メ
リ
カ
・
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
構
造
分
析
」『
欧
米
史
上
に
お
け
る
民
衆
運
動
の
諸
形
態
と
そ
の
発
展
過
程
』
昭
和
五
二
・
五
三
年
度
文
部
省
科
学
研
究
補
助
金
（
総
合
研
究

（
Ａ
））
研
究
成
果
報
告
書
（
研
究
代
表
者
　
瀬
原
義
生
）、
一
九
七
九
年
、
七
八
〜
八
一
頁
。

「
シ
ャ
リ
ヴ
ァ
リ
と
し
て
の
ク
・
ク
ラ
ッ
ク
ス
・
ク
ラ
ン
運
動
」『
欧
米
史
上
に
お
け
る
「
宗
教
意
識
・
祝
祭
と
民
衆
生
活
」
に
関
す
る
総
合
研
究
』
昭
和
六
二
年
度
文
部
省
科

学
研
究
補
助
金
（
総
合
研
究
（
Ａ
））
研
究
成
果
報
告
書
（
研
究
代
表
者
　
瀬
原
義
生
）、
一
九
八
八
年
、
六
五
〜
六
六
頁
。

「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
国
家
形
成
過
程
の
分
析
」『
欧
米
史
上
に
お
け
る
国
家
的
集
権
化
とR

egion
alism

の
分
析
』
平
成
三
・
四
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金

（
総
合
研
究
（
Ａ
））
研
究
成
果
報
告
書
（
研
究
代
表
者
　
長
田
豊
臣
）、
一
九
九
四
年
、
四
〜
一
五
頁
。

「
合
衆
国
南
部
に
お
け
る
階
級
と
階
級
意
識
」『
欧
米
史
上
に
お
け
る
「
身
分
・
階
級
と
職
業
」
の
総
合
的
研
究
』
平
成
七
年
〜
九
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研

究
（
Ａ
）（
１
））
研
究
成
果
報
告
書
（
研
究
代
表
者
　
望
田
幸
男
）
一
九
九
八
年
、
七
三
〜
七
九
頁
。

八



■
そ
の
他
の
著
作
■

「『
や
ま
び
こ
学
校
』
と
『
村
を
育
て
る
学
力
』
―
あ
る
戦
後
史
」
西
川
長
夫
・
中
原
章
雄
編
『
戦
後
価
値
の
再
検
討
』、
講
座
―
現
代
日
本
社
会
の
構
造
変
化
、
有
斐
閣
、
一

九
八
六
年
、
第
一
章
、
三
二
〜
五
八
頁
。

「（
座
談
会
）
二
一
世
紀
の
大
学
像
を
探
る
」『
大
学
時
報
』
二
七
〇
号
（
二
〇
〇
〇
年
一
月
）、
一
六
〜
三
一
頁
。（
清
成
忠
男
、
奥
島
孝
康
他
と
の
座
談
会
）。

「
私
の
私
立
大
学
論
」『
大
学
時
報
』
二
七
三
号
（
二
〇
〇
〇
年
七
月
）、
一
〇
〜
一
五
頁
。

「（
一
九
九
九
年
度
大
学
教
育
学
会
課
題
研
究
集
会
）
特
別
講
演
―
二
一
世
紀
の
大
学
教
育
に
つ
い
て
」『
大
学
教
育
学
会
誌
』
四
一
号
（
二
〇
〇
〇
年
五
月
）、
三
〜
八
。

「（
特
集
・
日
本
の
大
学
は
ど
こ
ま
で
構
造
改
革
で
き
る
か
）
座
談
会
」『
カ
レ
ッ
ジ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
一
一
〇
号
（
二
〇
〇
一
年
九
・
十
月
）、
四
〜
一
七
頁
。（
大
橋
秀
雄
、

杉
岡
洋
一
他
と
の
座
談
会
）。

「（
今
月
の
テ
ー
マ
・
「
国
立
大
学
法
人
」
の
す
が
た
）
私
学
か
ら
み
た
国
立
大
学
の
独
立
行
政
法
人
化
」『
Ｉ
Ｄ
Ｅ
』
四
三
四
号
（
二
〇
〇
一
年
十
二
月
）、
五
〇
〜
五
四
頁
。

「（
学
長
・
塾
長
・
総
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）
立
命
館
大
学
・
多
様
性
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
指
標
に
個
性
あ
る
創
造
的
人
材
を
育
成
す
る
―
長
田
豊
臣
総
長
」『
文
部
科
学
教
育
通

信
』
四
三
号
（
二
〇
〇
二
年
一
月
）、
二
二
〜
二
七
頁
。

「（
今
月
の
テ
ー
マ
・
「
大
学
の
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
語
る
）
立
命
館
大
学
の
ケ
ー
ス
」『
Ｉ
Ｄ
Ｅ
』
四
四
六
号
（
二
〇
〇
三
年
一
・
二
月
）、
六
五
〜
六
九
頁
。

「（
巻
頭
随
筆
）
丘
の
上
―
私
の
私
立
大
学
論
」『
三
田
評
論
』
一
〇
五
四
号
（
二
〇
〇
三
年
二
月
）、
五
〜
七
頁
。

「（
特
集
・
学
術
研
究
と
社
会
―
大
学
・
研
究
機
関
で
行
わ
れ
て
い
る
学
術
研
究
の
社
会
へ
の
貢
献
）
大
学
の
学
術
研
究
の
社
会
へ
の
貢
献
に
つ
い
て
―
産
官
学
を
中
心
に
」

『
学
術
月
報
』
七
一
〇
号
（
二
〇
〇
四
年
一
月
）、
四
九
〜
五
二
頁
。

「（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録
）
二
一
世
紀
に
お
け
る
共
生
の
可
能
性
を
求
め
て
―
大
学
の
挑
戦
」『
立
命
館
平
和
研
究
』
五
号
（
二
〇
〇
四
年
三
月
）、
三
一
〜
四
六
頁
。（
出
席
者

は
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ク
リ
ッ
ク
、
朱
成
山
他
）。

「（
特
集
・
大
学
は
ど
う
な
る
の
か
？
―
私
立
大
学
の
戦
略
）
立
命
館
大
学
に
お
け
る
大
学
改
革
の
理
念
と
戦
略
」『
科
学
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｎ
』
八
六
〇
号
（
二
〇
〇
四
年
四
月
）、
四
八

一
〜
四
八
五
頁
。

「（
選
ば
れ
る
大
学
・
就
職
編
）
長
田
豊
臣
・
立
命
館
大
学
総
長
―
改
革
先
駆
大
学
の
運
営
―
分
離
統
合
で
社
会
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
」『
週
刊
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
三
七
〇
〇
号

（
二
〇
〇
四
年
七
月
）、
二
一
頁
。

「
大
学
改
革
と
第
三
者
評
価
」『
大
学
評
価
研
究
』
四
号
（
二
〇
〇
五
年
二
月
）
三
〜
五
頁
。

「
私
の
青
少
年
問
題
―
私
の
子
ど
も
時
代
」『
青
少
年
問
題
』
六
一
二
号
（
二
〇
〇
五
年
六
月
）、
四
〜
九
頁
。

「（
特
集
・
私
立
大
学
大
学
院
の
現
状
と
今
後
）
私
立
大
学
に
お
け
る
大
学
院
教
育
の
将
来
像
―
文
社
系
大
学
院
を
中
心
に
」『
大
学
時
報
』
三
一
九
号
（
二
〇
〇
五
年
九
月
）、

三
六
〜
四
一
頁
。

九

長
田
豊
臣
教
授
　
略
歴
　
業
績
目
録



「
大
学
に
よ
る
国
際
協
力
―
立
命
館
と
中
国
の
関
係
を
例
に
」『
大
学
と
学
生
』
二
二
号
（
二
〇
〇
五
年
十
二
月
）、
二
〜
五
頁
。

「（
今
月
の
テ
ー
マ
・
大
学
院
教
育
の
新
時
代
）
大
学
院
強
化
政
策
と
私
立
大
学
」『
Ｉ
Ｄ
Ｅ
』
四
七
八
号
（
二
〇
〇
六
年
二
・
三
月
）、
二
三
〜
二
八
頁
。

一
〇


